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検索・中野あきと

学
校
や
保
育
園
か
ら
子
ど
も
の

歓
声
が
消
え
、
休
日
の
繁
華
街

は
閑
散
と
し
て
い
る
。
「
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
中
止
で
収
入
が

な
い
」
と
訴
え
る
音
楽
関
係
の
人
。
市

内
の
学
校
に
豆
腐
を
納
め
て
い
る
業
者

の
方
は
「
60
万
円
の
減
収
」
と
嘆
く
▼

「
全
国
一
律
休
校
」
の
措
置
は
専
門
家

会
議
の
方
針
で
は
な
く
、
安
倍
首
相
の

「
政
治
判
断
」
で
決
め
ら
れ
た
。
ウ
イ

ル
ス
対
策
は
与
野
党
の
枠
を
超
え
て
協

力
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
が
、
専
門
家

の
知
見
を
踏
ま
え
な
い
「
政
治
決
断
」

で
は
ウ
イ
ル
ス
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な

い
▼
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
国
民
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
だ
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
「
休
校
」
措
置
を
行
う
こ
と
は

あ
り
得
る
こ
と
。
し
か
し
、
現
場
の
教

職
員
、
教
育
委
員
会
、
自
治
体
な
ど
が

自
ら
判
断
し
、
負
担
を
掛
け
る
親
の
協

力
を
求
め
る
と
い
う
手
順
を
外
し
て
は

い
け
な
い
▼
国
会
と
の
協
議
も
不
十
分

の
ま
ま
で
施
策
が
出
て
く
る
。
東
日
本

震
災
の
と
き
は
党
首
会
談
が
重
ね
ら
れ

た
。
ペ
ル
ー
の
人
質
事
件
の
際
も
、
与

野
党
の
枠
を
超
え
て
対
応
を
話
し
合
っ

た
▼
安
倍
首
相
は
国
民
に
号
令
を
か
け

る
一
方
で
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
予
算

措
置
は
極
め
て
不
十
分
。
「
対
策
第
二

弾
」
の
財
源
も
、
予
備
費
の
枠
か
ら
一

歩
も
出
て
い
な
い
。
１
桁
足
り
な
い
状

況
で
い
い
は
ず
が
な
い
▼
安
倍
内
閣
は

２
０
１
２
年
に
決
め
ら
れ
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
特
措
法
の
改
正
を
す
す
め

た
。
す
で
に
政
府
は
、
マ
ス
ク
な
ど
の

問
題
で
同
法
を
適
用
し
た
措
置
を
講
じ

て
い
る
。
改
正
す
る
理
由
は
な
い
。
こ

の
機
に
乗
じ
た
憲
法
改
正
の
声
も
聞
こ

え
る
。
国
民
の
監
視
が
必
要
だ
。

短信

日
野
市
の
対
応
策

◎
市
立
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
級
、

市
立
幼
稚
園

休
校
・
休
園
を
３
月
25
ま
で
延
長

◇
学
童
ク
ラ
ブ

※
利
用
条
件
あ
り

開
設
（
３
季
休
業
と
同
様
の
対
応
）

◇

児
童
館

※
利
用
条
件
あ
り

開
設
（
居
場
所
機
能
と
し
て
実
施
）

◇

小
学
校
、
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
実
情
等
を
踏
ま
え

相
談
・
確
認
の
上
、
学
校
で
の
受
け

入
れ
を
実
施
。

◎

マ
ス
ク
配
布
（
約
２
万
枚
）

高
齢
、
障
害
者
施
設
へ

◎

市
内
商
業
・
工
業
事
業
者
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

◎

農
家
へ
の
影
響
調
査
と
販
売
支
援

◎

市
立
病
院

来
院
入
り
口
に
て
検
温
を
実
施
、
ス

ク
リ
ー
ン
グ
外
来
を
開
始
。

共
産
党
市
議
団
の
主
な
要
望

■

休
め
な
い
保
護
者
の
子
ど
も
、
家
庭
で

様
々
な
仕
事
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
な
ど
を

学
校
で
受
け
入
れ
て
、
教
室
、
校
庭
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
。

■

希
望
調
査
を
実
施
し
希
望
す
る
子
ど
も

へ
学
校
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
。

■

高
齢
、
障
害
者
施
設
と
と
も
に
、
地
域

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
民
間
医
療
施
設
の
切
実

な
要
望
に
応
え
、
最
大
限
マ
ス
ク
を
提
供
す

る
こ
と
。

■

学
校
給
食
へ
食
材
を
提
供
す
る
業
者
へ

調
査
を
実
施
し
、
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行

う
こ
と
。

■

市
立
病
院
が
、
南
多
摩
保
健
所
や
日
野

市
医
師
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
相
談
・
診
療
、

検
査
、
治
療
・
入
院
体
制
を
確
立
で
き
る
よ

う
、
市
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

居
場
所
が
な
い
子
ど
も
た
ち

学
童
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
て
い
な
い
子
ど
も

や
、
４
年
生
以
上
の
児
童
生
徒
は
、
学
童
ク

ラ
ブ
に
行
け
ま
せ
ん
。
児
童
館
は
開
館
し
て

い
ま
す
が
、
検
温
記
録
な
ど
を
記
し
た
健
康

カ
ー
ド
の
持
参
が
必
要
で
利
用
条
件
が
厳
し

く
普
段
の
２
割
程
度
し
か
利
用
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

日
野
市
で
は
教
師
が
電
話
や
家
庭
訪
問
す

る
中
で
、
預
か
り
が
必
要
だ
と
認
め
た
子
ど

も
に
つ
い
て
は
学
校
で
預
か
り
教
師
が
見
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
保
護
者
に

知
ら
せ
て
い
な
い
た
め
利
用
は
わ
ず
か
で
す
。

給
食
中
止
で
業
者
が
悲
鳴

さ
い
わ
い
地
場
野
菜
は
端
境

期
、
卵
も
農
協
の
販
売
所
や
市

役
所
の
販
売
会
に
回
さ
れ
て
い

ま
す
。

豆
腐
や
肉
、
パ
ン
に
つ
い
て

は
減
収
の
補
て
ん
や
販
売
支
援

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

給
食
の
調
理
員
さ
ん
は
、
通

常
通
り
出
勤
し
、
校
内
の
消
毒

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野党連合政権実現へ

市内で2020年スタート集会
２
月
９
日
、
安
倍
政
権
を
倒
し
野
党
連

合
政
権
を
つ
く
ろ
う
と
、
日
野
市
民
連
合

の
「
２
０
２
０
ス
タ
ー
ト
集
会
」
が
行
わ

れ
１
２
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産

党
、
社
民
党
、
新
社
会
党
の
代
表
が
参
加
。

国
民
民
主
党
、
緑
の
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
早
川
か
ん
・
日
本
共

産
党
東
京
21
区
予
定
候
補
◀

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
共
産
党
市
議
団

実
態
を
調
査
、
日
野
市
に
緊
急
要
望

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
、
学
校
は
一
斉
休
校
、
日
野
市
の
施
設
も
使

え
な
く
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
で
は
こ
の
間
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
、
営
業
を
守
る
た
め
の
聞
き
取
り
や
相

談
活
動
を
す
す
め
、
現
場
の
声
、
実
態
を
踏
ま
え
て
日
野
市
に
対
す
る
緊
急
要
望
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
と
も
、
相
談
活
動
と
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
困
り
の
こ
と
、
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［新型コロナウイルス相談窓口］

日野市健康課 042-581-4111

南多摩保健所 042-371-7661
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◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗
◎「みどりと清流」の読者を紹介して下さい。

対象は、平山、南平、平山公社住宅にお住まいの方。

毎月無料でお届けします。

２
月
末
、
日
野
市
の
大
坪
冬
彦
市
長
よ
り
発

表
さ
れ
た
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
。

こ
の
「
宣
言
」
を
、
ど
う
受
け
止
め
た
ら
い

い
の
か
に
つ
い
て
、
中
野
あ
き
と
議
員
に
聞
き

ま
し
た
。

■

突
然
の
「
宣
言
」
で
す
が

市
民
の
反
応
は
？

（
中

野
）
「
そ
ん
な
に
大
変
な
の
か
」
な
ど
率

直
な
疑
問
。
「
急
に
言
わ
れ
て
も
…
市
も
議
会

も
、
今
ま
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
か
」
「
元
副

市
長
に
２
億
５
０
０
０
万
円
も
の
報
酬
が
支
払

わ
れ
て
い
た
。
市
の
『
経
営
能
力
』
に
疑
問
な

ど
、
怒
り
の
声
も
非
常
に
多
い
。

■

そ
れ
ほ
ど
大
変
な
状
況
な
ん
で
す
か
？

（
中

野
）
財
政
状
況
を
捉
え
る
指
標
は
い
ろ
い

ろ
。
日
野
市
だ
け
と
り
わ
け
深
刻
で
「
非
常
事

態
」
な
ど
と
い
う
の
は
事
実
に
反
す
る
。
昨
年

秋
に
決
算
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
全
国
共
通
の

指
標
で
あ
る
財
政
健
全
化
指
標
に
つ
い
て
、
日

野
市
の
数
値
は
「
適
正
値
の
範
囲
で
あ
り
健
全

な
財
政
状
況
」
と
市
自
身
が
分
析
し
て
い
る
。

多
摩
26
市
の
自
治
体
比
較
に
お
い
て
も
、
日

野
市
の
財
政
は
総
じ
て
平
均
的
な
水
準
に
あ
る
。

日
野
市
だ
け
が
特
段
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

■

な
ぜ
、
日
野
市
だ
け
が
「
宣
言
」
を

（
中

野
）
多
摩
26
市
の
中
で
、
「
非
常
事
態
宣

言
」
を
出
し
た
の
は
日
野
市
だ
け
。
他
市
は
、

い
ろ
ん
な
内
部
努
力
や
、
や
り
く
り
、
見
直
し

で
進
め
て
い
る
。

「
宣
言
」
は
、
１
９
９
９
年
、
２
０
０
９
年
に

続
き
今
度
で
３
回
目
。
こ
れ
ま
で
の
２
回
を
見

る
と
、
「
宣
言
」
を
出
し
て
市
民
に
負
担
増
や

サ
ー
ビ
ス
削
減
な
ど
の
我
慢
を
押
し
つ
け
き
た
。

今
回
も
同
じ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■

だ
と
す
れ
ば
、
本
当
に
安
易
な
発
想

で
す
ね

（
中

野
）
全
国
的
に
見
て
も
こ
の
20
年
で
３
回

も
「
非
常
事
態
宣
」
を
出
し
て
い
る
自
治
体
は

な
い
。

暮
ら
し
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
市
民
が
増
え
、

さ
ら
に
昨
秋
の
消
費
税
増
税
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
よ
る
経
済
へ
の
打
撃
が
重
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
「
宣
言
」

を
出
せ
ば
、
消
費
を
さ
ら
に
萎
縮
さ
せ
、
地
域

経
済
を
疲
弊
さ
せ
、
結
果
と
し
て
市
税
収
も
悪

化
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
招
き
か
ね
な
い
。

■

で
も
、
他
の
自
治
体
と
同
様
財
政
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

（
中

野
）
予
算
組
み
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
日
野
の
財
政
構
造
上
の

問
題
と
し
て
は
、
投
資
的
経
費
、
つ
ま
り
公
共

事
業
費
の
比
率
が
高
く
、
市
民
一
人
当
た
り
の

額
が
多
摩
26
市
中
３
位
。

公
共
事
業
と
言
っ
て
も

小
中
学
校
の
建
て
替
え
や

改
修
な
ど
必
要
な
事
業
も

あ
る
が
、
不
要
不
急
の
公

共
事
業
も
整
備
・
計
画
が

さ
れ
て
い
る
。

■

党
市
議
団
は
、
そ
う
し
た
公
共
事
業

に
対
し
ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か

（
中

野
）
例
え
ば
、
旭
が
丘
と
平
山
の
間
、
中

央
線
を
跨
ぐ
道
路
（
３
・
４
・
２
４
号
線
）
の

整
備
計
画
に
対
し
て
、
市
財
政
へ
の
影
響
を
た

だ
し
撤
回
を
求
め
た
。

南
平
体
育
館
の
建
て
替
え
で
も
、
建
築
資
材

高
騰
な
ど
で
建
設
費
が
膨
ら
む
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

後
に
延
期
す
べ
き
だ
と
、
繰
り
返
し
要
求
し
て

き
た
。
し
か
し
市
は
、
計
画
を
押
し
通
し
た
。

■

今
後
の
市
の
財
政
政
策
を
ど
う
考
え

れ
ば
い
い
の
か
？

（
中

野
）
何
よ
り
も
こ
の
「
財
政
非
常
事
態
宣

言
」
を
撤
回
す
る
こ
と
。
今
の
暮
ら
し
と
経
済

状
況
の
も
と
で
、
「
宣
言
」
は
マ
イ
ナ
ス
効
果

し
か
な
い
。
撤
回
し
て
次
の
３
つ
の
取
り
組
み

を
着
実
に
す
す
め
る
こ
と
だ
。

一
つ
は
、
消
費
増
税
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

懸
念
さ
れ
る
急
激
な
経
済
の
悪
化
か
ら
、
市
民

の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
立
場
を
宣
言
し
、
予

算
と
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

二
つ
は
、
自
治
体
財
政
に
困
難
を
も
た
ら
し

て
い
る
最
大
の
原
因
で
あ
る
国
に
、
地
方
財
源

の
剥
奪
と
負
担
の
押
し
付
け
を
や
め
さ
せ
、
地

方
自
治
の
充
実
に
ふ
さ
わ
し
い
財
源
の
保
障
を

全
体
の
自
治
体
が
あ
げ
て
要
求
し
、
連
帯
し
て

た
た
か
う
こ
と
。

三
つ
は
、
当
面
、
基
金
と
起
債
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
予
算
の
や
り
く
り
を
し
つ
つ
、
市

民
参
加
で
無
駄
と
浪
費
に
メ
ス
を
入
れ
る
改
革

を
進
め
る
こ
と
。
元
副
市
長
問
題
も
含
め
行
財

政
の
あ
り
方
の
根
本
的
検
証
と
見
直
し
を
す
す

め
る
必
要
が
あ
る
。

《次回無料法律相談 》

日野市役所６階共産党控室 午後１時～３時

4月9日（木）お申し込みは下記へ。

清水とし子事務所 ☎042-582-1042

[

中
野
あ
き
と
議
員
に
聞
く]

日
野
市
の
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」

《
予
告
》
中
野
あ
き
と
市
議
一
般
質
問
（
来
月
号
に
掲
載
）

「
元
副
市
長
に
よ
る
違
法
兼
業
問
題
」

新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
の
対
応
で
、
３
月
市
議
会
の
日
程
が

順
延
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
野
あ
き
と
市
議
が
本
会
議
一
般
質
問
で

追
及
し
ま
す
。

２月９日は２月最初の午（うま）の日。

日野市南平７丁目の「田中稲荷大明神」

で氏子たちによる「初午祭」が行われま

した。いまではほとんど見ることができ

なくなりましたが、ここでは氏子たちの

努力で毎年続けられています。

今ではめずらしい

「初午まつり」


